
米国特許 プルーフリーディング
ご存知ですか？
⽶国で発⾏される登録公報には、相当な割合でエラーがあると言わ
れています！ 当サービスでは、専門スタッフが審査経過と登録公報
を⼊念に照査します。

クレーム中の先⾏詞の⼀致／不⼀
致、スペリングのチェック

審査官により最終的に認可されたク
レームと出願人が提出した訂正ク
レームの照査

書誌的情報を⾒直し、特許権者を
再確認

係属案件情報、優先権主張データ
の確認

特許図面、化学構造式、遺伝子
配列を目視で確認

出願当時の原明細書、登録時の
明細書、および審査期間中の訂正
内容をチェック

照査プロセスサンプリング調査の結果・・・

エラーを検出した割合

出願人に起因

USPTOに起因

権利の有効性
に影響あり

全体の67%

44%

37%

24%

1.1万件強を照査したところ、約7割の
USPでエラーを検出！

⽶国ミズーリ⼤学で⾏われた統計調査＊では、米国特許全体の10％
が訂正証明(Certificate of Correction)の対象となっていました！

このうち・・・

＊出典: http://patentlyo.com/patent/2016/06/certificates-of-correction-2.html



サービス料⾦（税別）
・書誌事項＋クレーム: ¥10,000
・全文 (50頁まで） : ¥20,000
・全文 (51頁以上）: ¥40,000

注)
・⼤量にご依頼場合には、割引きいたします
・クレームの数が極端に多い場合、追加料⾦が発生
する可能性があります
・医薬、化学、バイオ分野の場合、追加料⾦が発⽣
する可能性があります

納期
・標準納期: 10〜14日間
＊お急ぎのご相談にも対応可能です

付帯サービス料⾦（税別）
・訂正請求の書面作成：¥10,000〜
(USPTOへの請求なし）

・訂正請求の仲介： ¥18,000〜

⽇本技術貿易株式会社
事業開発部 担当：柳沢、渡邊
東京都港区⻄新橋1-7-13 〒105-8408
電話：03-6203-9405, 9299
Email: bdd@ngb.co.jp

僅かな費⽤で確実に権利範囲を守ります！

 x

＊＊＊例えばこんな差異を検出します＊＊＊

包袋の記載 登録公報の記載

９が６と印字されている！

ご依頼・お問合せ先：




